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今年度の卒業式に関する団

体交渉を３月４日に行いまし

た。この団交は、昨年12月の

中労委和解に基づくものです

（本紙578号参照）。

団交での争点は、労組法適

用者の非常勤職員（大阪市で

は主に特別支援教育サポーター）

及び非常勤講師に、地公法上

の概念である、懲戒処分や職

務命令を行うことができるの

か、また、卒業式における

「君が代」の起立・斉唱は

「労働」に当たるのかという

ことです。

市教委は、「労組法適用者

の非常勤職員に対しては、懲

戒処分や職務命令を行うこと

はできませんが、職員である

以上、職務命令の対象者にな

るというのが、私たちの見解

です」と矛盾した回答を行い

ました。

職務命令は地公法適用者に

対して行われるものであり、

労組法適用者に当てはまる概

念ではありません。この点を

厳しく指摘されると、市教委

は「校長の指示・命令も職務

命令に当たると考えています」

と答えました。「それは職務

命令の拡大解釈につながる」

「法的な根拠は？」などとい

う参加者の意見に対して、明

確な回答をすることはできま

せんでした。

学校現場に法的な整理を行

わないまま、非正規の職員を

増やす施策を行ったのは市教

委です。その矛盾が現実に表

れてきているのです。

「校長と十分に話し合って

当日の業務を行っていただき

たい。児童・生徒の介護の状

態によっては、起立・斉唱で

きないこともあると認識して

いる」と述べ、職務命令を強

行に行わない姿勢を市教委は

示しました。さらに、卒業式

当日の勤務が「労働」である

ことも認めました。

非常勤講師については、

「卒業式に出る必要がない職

種であり、卒業式に参加する

ことがおかしい」という考え

も示しました。

「日の丸・君が代」に対す

る起立・斉唱を労働という面

から否定していく闘いは始まっ

たばかりです。今回の団交結

果を整理し、闘いをさらに進

めていきたいと考えています。

澤村幸雄（大阪支部代表）

講師が失業した時にはどうするの？

大阪府下の公立学校で常勤

講師などをされていた方が、

次年度に仕事をされない場合、

「失業者の退職手当」を請求

できます。

これは、いわゆる失業手当

に相当するものですが、手当

の出所が異なりますので申請

には注意が必要です（この制

度は、大阪府の条例で執行さ

れるものなので、ハローワー

クでは制度説明などは行って

いません）。

３月30日に退職予定の場合、

３月17日～３月23日に交付申

請書類を提出すれば、４月15

日に「失業者の退職手当受給

資格証」が交付されます

（「一般の退職手当」の支払

いも同日）。

３月31日に退職予定の場合

には、交付申請書類の受付期

間は３月17日～４月８日で、

「一般の退職手当」の支払い

と「失業者の退職手当受給資

格証」の交付は４月27日にな

ります。

最も早く「失業者の退職手

当」を受給するためには、４

月16日に受給資格証を持って

ハローワークで求職申込をし、

「待機期間」を待ちます（退

職金額によって異なりますが、

40～50日が平均的）。そして、

待機期間が終わった後の月の

16日にハローワークで「就職

に至っていない」旨の証明を

してもらい、その証明済の書

類を、退職した元所属校ある

いは市町村教育委員会に提出

すれば、７月15日に大阪府か

ら手当が振り込まれます。

わからないことは校長、市教委

そして組合までご相談を

手続きの疑問等に関しては、

ハローワークではなく、所属

校あるいは市町村教委に問い

合わせる必要があります。

常勤講師ではないが、非常

勤講師として働く場合も、週

20時間未満、一日４時間未満

であれば支給額は減りますが、

受給資格はあります。

また、働きたいという意思

があったにも関わらず、講師

の仕事がなかったなどといっ

た場合には、もちろん組合ま

でご相談を。組合は都合良く

雇い、そしてクビを切るブラッ

ク企業も自治体も許しません！

田辺岸代（執行委員）

中労委和解にもとづいて行われた「君が代」団交

２月29日に開かれた団交では、

講師および臨時職員である組合員

の雇用の決定について、組合への

回答を要求し、約束させました。

組合が要求している雇用の継続

について当人に連絡するのは当然

ですが、組合に対して回答するの

は当然のことです。

【仕事が決まるまで団交を!】

雇用の継続を申し入れている組

合員の雇用がなければ、仕事が決

まるまで何度でも団交を申し入れ

ること、そして３月24日には、府

教委前で座り込みを行うことを通

告しています。

24日の座り込みは、当該組合員

の継続雇用を獲得とした場合には、

勝利集会となります。

豊嶋登（執行委員）
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2011年３月11日の東北大震

災から５年を迎えた３月13日、

中央公会堂で「さよなら原発

関西アクション」が開かれま

した。

福島原発告訴団団長の武藤

類子さんは、福島の厳しい現

状について話をされました。

６年目を迎える原発事故後の

福島は、未だ多くの方々がふ

るさとに戻ることのできない

ままであり、国も東電もその

責任を果たしていません。そ

して「原発は安全」から今で

は「放射能は安全」だと新た

な嘘をふりまき、被害者を切

り捨てようとしています。

広瀬隆さんは、私たちが原

発に頼らない新電力を選択す

ることで、原発再稼働に固執

する電力会社へ原発反対の意

思を示すことができると訴え

ました。

集会終了後はデモが行われ、

「再稼働反対」「脱原発」を

訴え、中之島から難波までの

道のりを歩きました。沖縄か

らキャンプ・シュワブ前で座

り込み闘争を続ける、沖縄平

和運動センター事務局長・山

城博治さんも参加され、力強

いアピールが御堂筋に響き渡

りました。

去る３月９日、大津地裁の

高浜原発３・４号機運転差し

止め仮処分は、原発廃炉への

希望を示しました。戦争も原

発もない未来を子どもに渡す

ため何ができるか、まだまだ

多くのことができるはずです。

酒井さとえ（執行委員長）

天皇も列席した東

日本大震災の五周

年追悼式をテレビ

で見た▼式の冒頭は例によって

国歌斉唱▼その時、天皇が画面

に映った▼歌っていないではな

いか!▼おお、国歌不斉唱か!?と

思いきや、そうではないらしい

とすぐ気付いた▼天皇にとって

「君が代」は「朕が代」なのだ

フランスでは、COP21対抗

フォーラムのワークショップ

においてすら「原発が停まっ

ている間、日本はどうやって

電力をまかなっていたのか」

という質問が出ます。フラン

スの脱原発活動家によれば

「フランス市民は、原発で電

力の多くが生産されている状

況に慣らされてしまい、福島

の事故以降、原発に疑問を持

つようになっても、原発なし

で今の生活水準を維持できる

か、まず不安に思ってしまう」

とのこと。

でも、似たような考え方を

持っている人は日本でも多い

ことを最近実感しました。高

校時代の友人が、大津地裁の

高浜原発運転差止め判決につ

いて「正義の味方のつもりか

も知らないが『不合理極まり

ない、偏向した判決』に驚き

と失望を禁じ得ない」とネッ

トに書き込んでいたからです。

原発は決してローコストでは

ないし、地球温暖化を止める

切り札でもありません。原発

をなくして、気候変動を食い

止めるためには、私たちはもっ

と草の根からの拡がりを作っ

ていく必要があるのでしょう。

その一端として、３月23日か

ら28日まで、世界各国からの

ゲストを迎えて「核と被ばく

をなくす世界社会フォーラム」

が開かれます。私も参加しま

す。ぜひ注目して下さい。

寺本勉（高校支部）

(160）

●３月17日（木） ８時半にＮＴＴ西日本前集合

おおさかユニオンネットワーク春闘総行動

＊全日行動の詳細は、別途連絡しています。最大結集をお願いします！

●３月24日（木）15時～ 府教委前 講師・臨時職員継続雇用要求座り込み

＊雇用獲得に向け、最大結集をお願いします！

●３月27日（日）14時～ 中之島中央公会堂

「廃止しよう！戦争法、とめよう！辺野古新

基地建設」関西集会 資料代800円

沖縄県名護市長・稲嶺進さん、

ジャーナリスト・青木理さんの講演

集会終了後16時～デモ出発

高校支部・水野行範組合員の投稿が、

2016年３月５日付け『朝日新聞・声欄』に掲載されました。

会場の中之島公会堂は、

1300人の人々で埋め尽くされた

脱原発を訴え、中之島から難波までデモ

沖縄から山城博治さんもデモに参加

【第５回・最終回】

【核と被ばくをなくす

世界社会フォーラム】


